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研究成果の概要（和文）：本研究は、自殺に影響する様々な社会的要因のうち、人の生活基盤であるコミュニテ
ィの特性に着目し、特に自殺「希少」地域における自殺予防因子を明らかにすることで、自殺予防対策への示唆
を得ようとするものである。徳島、青森、京都、奈良の4県17町村において、現地調査を行い、住民約5,300名を
対象とした質問紙調査の結果、自殺希少地域では、異分子への寛容、人物本位の他者評価、適切な援助希求、ゆ
るやかな紐帯といった要素が、自殺多発地域よりも強く現れていた。こうした要素は、近代的な“自殺対策”の
所産ではなく、数百年を遡る歴史の中で培われてきたことも明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：Of the  various social factors that contribute to suicide, this research 
focuses on the characteristics of communities, which are a base of living for people. Through this 
research we will strive to gain clues about how to prevent suicide  by making clear the factors that
 contribute to suicide prevention  in areas  where suicide is rare. We carried out local 
investigations using a survey that targeted 5,300 residents in a total of 17 cities and towns in 4 
prefectures -  Tokushima, Aomori, Kyoto and Nara.
In the areas where suicide is rare, factors such as openness towards outsiders, the tendency to 
evaluate others  by their character, the appropriate  degree of help-seeking,  and loose human 
connections were more apparent than in regions where suicide occurs frequently. It has become clear 
that such factors do not derive from modern-day efforts to prevent suicide but are rather factors 
that has been cultivated over the course of a few hundred years. 

研究分野：健康社会学
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１．研究開始当初の背景 

日本は自殺の多い国である。近年は下降傾

向にあるとはいえ、年間の自殺者数は交通事

故死者数の約 6倍であり、自殺予防は国家が

取り組むべき重要課題のひとつである。 

 

２．研究の目的 

本研究は、自殺に影響する様々な社会的要

因のうち、人の生活基盤であるコミュニティ

の特性に着目し、特に自殺「希少」地域にお

ける自殺予防因子を明らかにすることで、自

殺予防対策への示唆を得ようとするもので

ある。自殺「希少」地域と自殺「多発」地域

を対象に詳細なフィールド調査を行い、自殺

の危険を抑制する要素（＝自殺予防因子）、

危険を高める要素（＝自殺危険因子）の抽出

を目指す。 

 

３．研究の方法 

自殺対策を検討する際、47都道府県別の自

殺統計が参照されることが多いが、同一の自

治体内で自殺率の大きな地域差が生じてい

る場合がある。青森県、京都府、奈良県、和

歌山県、徳島県の 1府 4県について、過去 30

年間の市区町村別自殺統計を基に自殺率の

地域差を明らかにした。また、GIS

（Geographic Information System、地理情

報システム）を用いて、地域差の視覚化を行

って、関係者間で情報を共有化した。 

京都府の自殺希少地域である旧加悦町と

周辺の自殺多発地域、また、(2)奈良県の自殺

希少地域である旧菟田野町と周辺の自殺多

発地域を対象として、調査を実施した。(1)

（2）両地域において、住民および関係者ら

へのインタビュー、住民約 1,400名を対象と

した質問紙調査を実施し、自殺希少地域のコ

ミュニティに共通する要素の抽出を行なっ

た。 

GIS（地理情報システム）を用いて、自殺

率と地理的特性との関係を特定する資料を

作製した。これまでに調査を行った徳島、青

森、京都、奈良の 4県 17町村での分析結果

を統合し、解析を行った。 

 

４．研究成果 

比較的自殺率が低いとされている近畿の

府県や四国の徳島県において、自殺率の地域

差が見られた。特に徳島県では、全国におけ

る「自殺“最”希少地域」のひとつと「自殺“最”

多発地域」のひとつが混在していた。他方、

高自殺率である青森県では、自殺率の高い市

町村が東部に集中し、最も自殺率の高い町と

低い町との間に大きな格差があることが明

らかとなった。市町村の約 4分の 1は自殺率

全国平均値を下回っており、残る 4分の 3が

県の自殺率を上昇させていた。 

徳島、青森、京都、奈良の 4県 17町村の

住民約 5,300名を対象とした質問紙調査の結

果、自殺希少地域では、異分子への寛容、人

物本位の他者評価、適切な援助希求、ゆるや

かな紐帯といった要素が、自殺多発地域より

も強く現れていた。こうしたコミュニティ特

性について学際的な議論を行うことを目的

に、社会学、健康行動科学、土木学、都市工

学などを専門分野とする研究者が、自殺希少

地域である徳島県旧海部町（現海陽町）に集

まり、町内の視察や住民との交流を行った。 

先に挙げた、自殺希少地域に共通して強く

現れる要素は、いわゆる“自殺予防”の所産

ではない。短期の損得にとらわれず、合理的

に行動し共存するという理念がコミュニテ

ィにおいて根づいており、住民らは成長の過

程で、そうした行動様式を無意識に吸収して

いくと考えられた。  
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